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成果の概要/坂田千文 

 

１．国際学会について 

第 9 回ジョイントアクションミーティングは、ハンガリー・ブダペストにて 7 月 10 日～

12 日の 3 日間、開催された。これまでジョイントアクションミーティングは 2 年に一度、

ヨーロッパの都市で開催されてきた。ジョイントアクション（共同行為）というトピックに

関する研究を行う者が各国から集まり，研究発表および議論することを目的としている。 

共同行為は、他者とスムーズに言葉をやり取りして会話を進めることや、他者と動作を協

調させる必要がある握手、大きな荷物の運搬、さらには多人数が共同する必要があるオーケ

ストラの演奏など、他者と一緒に何かをするときに調整されるあらゆる行為を含む。共同行

為は私たちの日常生活で頻繁に行われているが、その認知的・身体的メカニズムについては

未だ不明な点が多い。共同行為はどのようにして可能になるのか、一人の行為とどのように

異なるのか、どのように発達するのか、また人間と共同するロボットに実装すべき要素は何

かなどについても研究がなされている。そのため、学会のセッションは、協力、音楽、言語、

神経科学的メカニズム、ヒューマンロボットインタラクションなどと多岐にわたり、それぞ

れの研究は、心理学、神経科学、ロボット工学、哲学などの多様な分野を横断している。 

この学会には、院生やポスドクなどの若手研究者の出席者が多く、気軽に交流ができる機

会が多いという特色と、共同行為という特定の研究トピックに関して分野横断的な議論が

なされるという特色がある。新型コロナ感染症の蔓延で開催が中止になって以降、今回、再

び開催された。比較的小規模の会議であり、今年は 57 件の口頭発表と 66 件のポスター発

表が行われた。この学会では、複数の部屋で異なる口頭発表が同時に行われるのではなく、

ひとつの会場で 1 件ずつ行われる。そのため、参加者全員が口頭発表を聴くことができ、デ

ィスカッションに参加することができる。さらに毎日のコーヒーブレイクに加えて 1 日目

と 2 日目の夕方にはレセプションがあり、交流を行う機会が頻繁にある。その前後でお互

いに口頭発表やポスター発表で研究内容を聴き合っている場合が多いため、積極的に交流

することができる。 

 

２．参加の成果 

 近年の先行研究で、一見、協力をしていない二人が、隣り合って何等かの作業をするとき、

一人で作業するときとは違った様々な認知的変化が二人の間で生じ、お互いの行為が調整

されることが分かってきている。この認知的変化について、これまで報告者は記憶に着目し

て研究を行ってきた。本学会では、意図的に記憶しようとせずに形成される記憶、すなわち

偶発記憶を検討した内容を発表した。さらに、共同行為の先行研究ではあまり検討されてい

なかった、気づかないうちに生じる学習である潜在学習についても同時に検討した内容を

発表した。質疑応答では、潜在学習について深く掘り下げるような質問をいただくことがで

き、今後も研究を展開していく励みとなった。 



今回、初めて国際学会において口頭発表を行った。口頭発表を初めて経験することで、ポ

スター発表に比べて様々な人に自身の研究を知ってもらうことができ、レセプションでは

自分の発表内容と関連する研究を行う研究者から声をかけてもらい、様々な人と意見交換

することができた。特に、自分と同様に記憶について研究されている方やロボットと記憶課

題を行う研究をされている方と話すことができたのは、自身の考えを深めることにつなが

った。また、記憶や学習とは異なり、他者による創造的思考への影響について研究されてい

る方や楽器演奏などで生じる一体感や行為の主体感について研究をされている方のお話は、

非常に興味深く、新たに研究興味が刺激された。さらに、自分の論文を過去に査読していた

だいた研究者に声をかけてもらうことができ、その後の研究について議論することができ

た。新型コロナ感染症の蔓延以降、対面で国際学会に参加できたことは非常に有益で、オン

ラインとは違いレセプションやコーヒーブレイクなどの余剰の時間があるからこそ、お互

いが発表した研究内容以外の研究についても情報交換が進み、大変充実した学会期間を過

ごすことができた。 

 

図. 左が口頭発表、右がレセプションの様子 
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